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平成26年度各会計予算を可決

一般会計は478億8,000万円で5.6%の増
予算総額867億8,257万2千円

　平成26年度各会計予算の審査に当たっては、
９人の委員で構成する予算審査特別委員会を設置
し、3月17日、18日、１9日の3日間にわたり慎
重に審査を行い、各会計予算を原案のとおり可決
しました。

予算審査特別委員会
　予算審査特別委員会とは、新年度
予算が適正に編成され、健全で効率
のよい財政運営が図られるかどうか
を審査するために設置される委員会
です。
　なお、委員は次のとおりです。
委 員 長

副委員長

委 員

小俣　文宣

石原　義雄

遠藤　達也　𠮷岡　美雪

深津　憲一　岡田早和子

鶴岡　　潔　内田　陽一

千久田祐子

反
対
討
論

反
対
討
論

平成26年度各会計予算規模

区　　　　分 予算額（千円）対前年度増減率

一 般 会 計

国民健康保険

下 水 道 事 業

用 地 取 得

介 護 保 険
次木親野井特定土地
区 画 整 理 事 業

後期高齢者医療

小 計

水 道 事 業

合 計

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

47,880,000

20,021,600

3,511,000

158,000

9,259,500

335,000

1,314,000

34,599,100

4,303,472

86,782,572

5.6%

2.3%

△12.6%

5.3%

8.6%

△21.2%

10.2%

2.1%

2.5%

4.0%

■
一
般
会
計

　

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革

に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
削
減
と
負

担
増
で
、
国
民
の
暮
ら
し
は
一

層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
市
の
予
算
も
こ
う
し

た
政
府
予
算
に
沿
っ
た
も
の
で
、

手
数
料
や
利
用
料
を
引
き
上
げ

る
消
費
税
増
税
予
算
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
の
暮
ら
し
に
負
担

を
か
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
非
正

規
職
員
の
力
を
か
り
な
け
れ
ば

行
政
の
仕
事
が
成
り
立
た
な
い

と
い
う
の
は
問
題
で
あ
る
。
ま

た
、
交
通
安
全
対
策
指
導
員
の

１
人
当
た
り
の
報
酬
が
年
額
わ

ず
か
１
万
5
千
400
円
と
い
う
の

は
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

民
生
費
で
は
、
生
活
保
護
係

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
１
人
当
た

り
が
担
当
す
る
世
帯
数
を
国
基

準
に
近
づ
け
る
た
め
、
職
員
の

増
員
が
必
要
で
あ
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
前
立
腺
が
ん

を
検
診
に
取
り
入
れ
る
こ
と
や
、

骨
密
度
検
診
の
充
実
が
必
要
で

あ
る
。

　

商
工
費
で
は
、
の
だ
元
気
市

場
に
つ
い
て
、
地
元
商
店
街
と

の
公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
か
ら

こ
れ
以
上
無
駄
な
税
金
投
入
は

不
要
で
あ
る
。

　

土
木
費
で
は
、
生
活
道
路
の

改
修
が
市
内
全
域
か
ら
求
め
ら

れ
て
お
り
、
優
先
順
位
の
つ
け

方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
団
の
充

足
率
が
88
・
72
％
と
低
下
し
て

い
る
こ
と
か
ら
常
備
消
防
職
員

の
増
員
が
必
要
で
あ
る
。

　

教
育
費
で
は
、
学
力
向
上
を

目
指
す
な
ら
、
図
書
館
司
書
の

全
校
配
置
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
脊
柱
側
弯
症
検
査
や
生

活
習
慣
病
検
査
の
結
果
を
も
と

に
改
善
に
向
け
た
指
導
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
。
自
学
自
習
を

打
ち
出
し
て
い
た
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
の
検
証
を
十
分
に

行
わ
な
い
ま
ま
、
現
場
の
教
員

の
意
見
も
聞
か
ず
、
土
曜
授
業

を
実
施
し
て
し
ま
う
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
料
の
負
担
が
大
き
く
な

り
、
資
格
証
明
書
の
発
行
な
ど

制
度
自
体
が
問
題
で
あ
り
、
国

に
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
収
入
減
に

よ
り
市
民
の
暮
ら
し
が
さ
ら
に

大
変
な
状
況
で
あ
り
、
安
定
し

た
国
保
運
営
の
た
め
に
も
一
般

会
計
予
算
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

増
や
す
べ
き
で
あ
る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
の
状

況
で
あ
り
、安
心
し
て
利
用
で

き
る
制
度
を
求
め
反
対
で
あ
る
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
別
建

て
の
差
別
化
医
療
と
す
る
も
の

で
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ

る
。

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計

　

消
費
税
増
税
予
算
で
あ
り
、

反
対
で
あ
る
。

■
一
般
会
計

　

必
要
な
財
源
の
確
保
が
一
段

と
厳
し
い
状
況
の
中
、
合
併
時

に
市
民
に
約
束
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
基
本
的
に
そ
の
水
準
を

落
と
さ
な
い
と
い
う
基
本
的
な

行
政
運
営
の
あ
り
方
を
守
り
つ

つ
、
発
行
期
限
が
延
長
さ
れ
た

合
併
特
例
債
の
有
効
活
用
や
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
推
進
を

賛
成
討
論

賛
成
討
論



一般会計予算の内訳

歳　入
478億8,000万円

歳　出
478億8,000万円

使用料及び手数料　2.0%
9億6,970万9千円

民生費　38.9%
186億3,610万4千円

土木費　13.2%
62億9,663万円

公債費　11.2%
53億5,975万6千円

教育費　10.9%
52億1,415万9千円

総務費　8.4%
40億2,259万2千円

衛生費　8.0%
38億5,065万6千円

消防費　3.8%
18億797万4千円

農林水産業費　1.8%
8億7,900万9千円

その他　3.8%
18億1,312万円

繰越金　1.8%
8億5,000万円 その他　5.8%

28億1,001万7千円

市税　46.8%
224億1,038万6千円

国庫支出金　14.3%
68億2,596万9千円

地方交付税　10.1%
48億2,603万4千円

市債　8.2%
39億1,700万円

県支出金　5.2%
24億9,639万7千円

地方消費税交付金　3.4%
16億4,670万円

繰入金　2.4%
11億2,778万8千円
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行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
確
実
な
履
行
を
通

じ
、
真
に
必
要
な
部
門
に
重
点

配
分
し
た
予
算
で
あ
り
、
多
種

多
様
な
住
民
要
望
へ
の
対
応
が

図
ら
れ
、
か
つ
、
財
政
健
全
化

法
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
て
い
る
。

  
歳
出
の
総
務
費
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
管
理
運
営
費
で
、Ｃ

Ｍ
Ｓ
導
入
に
よ
り
各
部
署
か
ら

の
更
新
が
可
能
に
な
り
、
市
民

へ
の
情
報
提
供
の
向
上
及
び
利

便
性
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
公
用

車
の
一
元
管
理
に
よ
る
経
費
節

減
を
実
行
し
て
い
る
。

　

民
生
費
で
は
、
社
会
福
祉
関

係
で
、
あ
お
い
空
短
期
入
所
施

設
整
備
事
業
が
計
上
さ
れ
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ

れ
る
。
生
活
困
窮
者
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業
は
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業

が
引
き
継
が
れ
、
訪
問
型
支
援

を
重
視
し
た
内
容
と
し
て
計
上

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
福
祉
関

係
で
、
施
設
援
護
対
策
費
と
し

て
老
人
福
祉
施
設
建
設
助
成
金

及
び
施
設
建
設
の
準
備
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
用

地
の
第
二
福
祉
ゾ
ー
ン
の
伐
採
・

抜
根
工
事
等
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
待
機
者
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
市
斎
場
の
和

室
の
控
室
に
施
設
用
備
品
が
新

規
計
上
さ
れ
、
和
室
の
利
点
を

生
か
し
つ
つ
洋
室
化
へ
の
要
望

に
応
え
る
工
夫
が
見
ら
れ
、
身

体
に
障
が
い
を
抱
え
て
い
る
方

や
高
齢
者
の
方
々
に
配
慮
し
た

改
善
を
図
る
点
を
評
価
す
る
。

　

商
工
費
で
は
、
相
談
件
数
の

増
加
に
伴
う
消
費
生
活
相
談
員

報
酬
等
の
関
連
費
用
を
増
額
計

上
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
へ
の

配
慮
が
伺
え
る
。

　

土
木
費
で
は
、
浸
水
対
策
に

重
点
配
分
す
る
と
と
も
に
、
合

併
関
連
事
業
が
計
上
さ
れ
、
安

全
安
心
な
市
民
生
活
の
確
立
が

図
ら
れ
る
。
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
川
間
駅
北
口
駅
前
広
場

整
備
事
業
は
、
昭
和
56
年
に
都

市
計
画
が
決
定
さ
れ
て
以
来
の

事
業
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
予
算
措
置
が

図
ら
れ
た
こ
と
を
大
い
に
評
価

す
る
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
団
員
の

確
保
が
難
し
い
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
処
遇
改
善
の
一
環
と

し
て
団
員
報
酬
及
び
出
動
手
当

が
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
サ
タ
デ
ー
ス

ク
ー
ル
を
発
展
さ
せ
、
全
て
の

小
中
学
校
で
月
2
回
の
土
曜
授

業
を
行
う
補
習
等
ア
シ
ス
ト
事

業
が
新
規
計
上
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
向
け

中
学
校
分
の
設
計
委
託
料
が
新

規
計
上
さ
れ
、
教
育
環
境
改
善

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

点
は
特
に
評
価
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
川
間
公
民
館
の
建
設
事

業
に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
と

の
契
約
締
結
や
地
質
調
査
等
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
28

年
度
の
完
成
に
向
け
て
着
実
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
会
計
の
目
的
に
沿

っ
た
適
切
な
予
算
措
置
が
さ
れ

て
い
る
。

審査風景


